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研究成果の概要（和文）： 競争的取引ネットワーク形成のモデルとして「ヴィクセル型取引ネ

ットワーク」のモデルを構築し、取引ネットワーク上の競争の形態がどのような取引結果を生

み出すかについて分析した。また、この分析をゲーム論的に「ヴィクセル型トランスファー・

ゲーム」として位置付け、競争主体が一般的に増加していく場合の売り手と買い手の力関係が、

取引結果にどのような影響を与えるかについて解析した。 
 
研究成果の概要（英文）： As a theoretical model of competitive transaction network, a model 
of ‘Wicksellian Transaction Networks’ is constructed wherein various competitive 
transaction structures affect resulting outcome of competition within the network. A 
Wicksellian Transfer Game is introduced on the basis of a model of Wicksellian transaction 
networks and power distributions among buyers and sellers as their number in the game 
varies are analyzed. 
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１． 研究開始当初の背景 
 
(1) 先行研究である基盤研究『市場経済にお

ける情報格差と協力的ベイジアン・ゲー
ムの研究』において、非協力ゲームの協
力ゲーム的ベイジアン・ゲーム・モデル
の基本的枠組みにおける均衡の決定性お
よびその理論的性質を明らかにしたが、
そうした枠組みを実際の経済取引におけ

る制度の分析に適用可能である。 
 
(2) 産業組織論からのアプローチでは市場取

引における制度分析において部分均衡論
的分析が中心となっており、競争市場お
よび非競争市場間の相互作用を分析でき
るような経済モデルにおける経済制度の
分析が少ない。 
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２． 研究の目的 
 

(1) 各経済主体が経済取引あるいは情報伝達
等の関係で結ばれ、内生的ネットワーク
を形成する場合に、経済主体間の相互作
用が経済の制度や組織にどのようなイン
プリケーションをもたらすのかをゲーム
論的に分析することを目的とする。 
 

(2) 特に、経済主体が相互に異なる選好や資
源、あるいは情報を持って行動するよう
な状況における相互作用によってもたら
される内生的取引構造がいかなる競争関
係に帰結するかを分析することを主な目
標としている。 

 
３． 研究の方法 
 
(1) 先行する基盤研究における成果として、

論文“Incentive Efficient Settlement 
Mechanism”において取り組んだ経済主
体間の資金決済のネットワークを考慮
した基礎モデルを、経済取引ネットワー
クのモデルとして定式化することから
始め、各経済取引主体の競争相手を導入
することによって明示的な競争的取引
ネットワーク形成のモデルを構築し、こ
の基本的な経済取引ネットワークのモ
デルを用いて、取引ネットワーク上の競
争形態がゲームの均衡においてどのよ
うな取引結果を生み出すかを分析する。 

 
(2) 大きな生産市場経済における競争がも

たらす取引の結果を極限経済のモデル
の中で考察し、分析する。  

 
(3) 競争的経済取引の結果を表現する数量

および変量に対する理論上の認識につ
いて、現代経済理論の基本的枠組みにお
いて明確にする。 

 
４． 研究成果 
 
(1) 先行研究で取り組んだ経済主体間の資

金決済のネットワークを考慮した基礎
モデルを一般的な経済取引ネットワー
クのモデルとして分析した。 
 

①  競争的取引ネットワーク形成のモデ
として「ヴィクセル型取引ネットワー
ク」のモデルを構築した。 

 
② この基本的な経済取引ネットワークの

モデルを用いて、取引ネットワーク上
の競争の形態がどのような取引結果を
生み出すかについて分析し、これまで
に得られた分析結果を、「ヴィクセル型

取引ネットワークにおけるエッジワー
ス競争の分析」としてまとめた。 

 
(2) この分析をゲーム論的に発展させて、競

争主体が一般的に増加していく場合の
売り手と買い手の力関係が、取引結果に
どのような影響を与えるかについて分
析し、「Unequal Distribution of Powers 
in a Wicksellian Transfer Game」とし
て公表した。 
 

(3) 現代経済理論の基本的枠組みにおける
経済の数量および変量に関する認識お
よびその代表的表現形式である需要概
念を中心に経済分析の歴史における経
済数量や変量に対する認識の現代経済
理論からの位置付けを「Debreu コンジェ
クチャー」の視点から考察した分析結果
を和文および英文で公表した。 

 

(4) 経済主体が多くを占める市場において
生産者間の競争も完全競争的である市
場のモデルを構築し、そこでの一般均衡
についての分析結果をまとめた。 
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